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The Contemporary Subject of Teacher’s Love for Education and Humanity at School  
－A  Message for Young Teachers－ 
 
 Tomiji Kojima*1  Toshinao Takizawa*2  
 
 Teachers should always have the followings in their mind.1）Teachers should have sense of responsibility 
and a sense of mission in education. 2）Teachers should be interested in children and young people.3）
Teachers should have social skills,such as maintaining interpersonal relationship.4）Teachers should brush 
up their communication skills,with large perspectives,flexible mind and intelligence. 5）Teachers should 
have skills for expressing their ideas. 6）Teachers should always cooperate each other and should maintain  
liaison at workplace,because teachers network should be constructed. 7）Teachers should have power over 
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謝である。                    ～略～       
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補章－技術的熟達者と反省的実践家 
教師の専門的力量とは何かについては様々な考
え方がある。それらのうちの一つに、D.ショ－ン
（Schön）や J.ブル－ナ－（Bruner）らの考察を踏
まえながら佐藤学が提示したものがある。即ち、「技
術的熟達者(technical expert）」と「反省的実践家
(reflective practioner)」という２つの系譜の教
師の専門職性へのアプロ－チの仕方を提示してい
る。まずは前者は、「技術的実践」（technical 
practice）として、後者は「反省的実践」(reflective 
practice)として捉える。前者は、専門性の基礎を
専門領域の科学的な知識と技術の成熟度に置く。専
門的力量を専門的知識と科学的な原理と技術で規
定するのである。一方後者の専門性は、複雑な文脈
で複合的な問題の解決を遂行する文化的・社会的実
践の領域として捉える。専門的力量をいわば省察
（内的な反省）と熟考の力量で規定するのである。
また実践的認識との関わりでは、前者が複雑な状況
や事柄を可能な限り単純に明示できる概念や原理
に一般化することによって「確実性」を拡大するの
に対して、後者は単純な状況における多義的な意味
の複雑さや豊かさを解明して「不確実性」の世界に
足を踏み入れるのである。探究と表現に関しては、
前者は「パラダイム」の様式をとり第三人称・非人
称の文体で客観的記述をし、後者は「語り」の様式
をとり主観性を尊重し一人称の文体で記述する。し
たがって、前者は客観的な厳密性と科学性を志向し
て個別の状況を超えた普遍的で原理的な理解を求
めるのに対して、後者は状況に対して柔軟で繊細に
なれる個別的で具体的な認識を追究していくので
ある。１)  
この二つの視点から教師の専門性を検討してみ
ると、学校教育の実践に長年に亘って関わってきた
教師の先の提言は、臨床的に分析された教職の専門
性についてかなり共有され得る一般性を提示され
ていると考えられる。そしてこの提示が２つのアプ
ロ－チのいずれかに与するとはなかなか断定でき
ない専門性である。むしろ２つが交錯していると、
改めて認識させられる。 
佐藤学は、先に紹介した２つのアプロ－チについ
て、両者の間に優劣をつけて決着するというより、
教師の専門的力量は「アポリア」としての性質を含
みながらも教師の実践において、文化的、社会的、
政治的、倫理的実践の複合体として専門性が展開さ
れていると解釈している。２） 
つまり、教師達は諸実践において理論的な概念や
原理を実践の文脈に対応させて翻案するのだが、そ
れは単純な「理論の実践化」ではない
．．
ということだ。
教師一人ひとりの独自な文脈に翻案して、子供理解
を深めたり、教材研究の再考をしたり、授業を再組
織したりと多様な創出がある。そしてその再構成を
する教師の専門的力量は２つのアプロ－チの単純
な合一においてではないのである。この再構成をな
し得る教師の独自な「熟考」には、教職が複雑性を
有しており、単純な論理の再帰性・再現性を持ち得
ないという特性を見出せる。したがって、先に提示
された教育論は、それぞれが個々の固有な文脈に即
して改めてその都度に翻案し再構成することが要
請されている。その際に、学校における教師の同僚
性（collegiality）が背面で支え促す。３）長きに亘
る教師の実践を経て示された先の提案には、この同
僚性のもつ実践創造への諸契機が窺われる。専門家
として成長し合う教師同士の連帯と研修は大切な
沃野であると思われる。 
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付記：「はじめに」から「おわりに」まで
は小島が、「補章」は滝沢が分担執筆した。  
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